
交流会・勉強会

研修

調査

間接的波及効果

プログラム参加団体への直接的効果

令和３年度宮城県ＮＰＯ等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名）認定NPO法人日本ファンドレイジング協会
（事業名）地域を支える復興支援団体の継続的成長を引き出すファンドレイジング力向上プログラムロジック・モデル

インプット アウトプット活動 アウトカム

（様式２別紙）

初期 中期 長期

復興支援団体に特化した
ファンドレイジング研修の
実施（組織・事業・財源を
継続的に成長させるため
の知識・スキル・考え方を
身に付ける）

復興支援継続のために、
自団体の継続的成長
の必要性を認識する

団体の継続的成長の
ために、ステークホル
ダーと連携しながら、組
織・事業・財源の視点
で団体の経営課題を抽
出し、解決のための戦
略を構築する

組織が継続的に成長し
ていくための、組織・事
業・財源体制が構築さ
れ、より多くの地域、受
益者に価値を提供でき
るようになる

研修のフォローアップと資
金調達や財源に関する
事例共有（学び合い）を
目的とした交流会兼勉強
会を開催

宮城県内で活動する復興
支援団体が抱える、組織
運営上・財務上の課題を
明らかにするため、定量
的・定性的な調査の実施

ファンドレイジングの基
礎を体系的に捉え、組
織・事業・財源を改革し、
組織を「ファドレイジン
グ体質」にする意識が
醸成される

ファンドレイジングの事
例やノウハウを知り、自
団体の強みを活かして、
出来ることから実践す
る意識が醸成される

できることからファンド
レイジングを実践し、経
験、ナレッジを蓄積する
（小さなPDCAを回し、組

織のファンドレイジング
力を上げていく）

組織のファンドレイジン
グ戦略が完成し、今後
の継続的成長のため
の「ヒト・モノ・カネ」が集
まる仕組みが構築でき
ている

東北に関心のあるプロ
ボノ人材が、宮城県内
の復興支援団体が抱
える課題や支援の現状
を知る

「ファンドレイジング」を
テーマとした、団体間の
横の繋がりができる

宮城県の関係人口、交
流人口が増加する

ファンドレイジングや情
報発信、事業の実施に
おいて、団体間で様々
な連携が生まれている

実施回数：全3回

参加人数：のべ60人（20
団体）

プロボノ参加者：10名

実施回数：全3回

参加人数：のべ130人（30
団体）

アンケート調査：50団体

インタビュー調査：20団体

プロボノ参加者：10名

東北に関心のあるプロ
ボノ人材が、宮城県内
の復興支援団体を継続
的に支援・応援する

「ファンドレイジング」を
テーマとした、団体同士
の継続的な学び合いが
できる

研修コンテンツ開
発、企画調整費

復興支援、ファンド
レイジングに精通
する研修登壇者

調査に協力してくれ
る、復興支援NPO

にチャネルを持つ
専門家、実践者

東北支援に関心の
ある企業人（プロボ
ノ）


